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空

家

対

策

問　
管
理
不
全
状
態
に
あ
る
空

家
等
は
防
災
や
防
犯
、
環
境
衛

生
、
地
域
の
景
観
な
ど
の
面
か

ら
、
地
域
住
民
の
生
活
に
影
響

を
及
ぼ
す
。
３
月
に
空
家
等
対

策
計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
計
画
で
は
四
つ
の
基
本

施
策
を
掲
げ
て
い
る
。
一
つ
目

に
、
自
治
会
連
絡
協
議
会
や
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
な
ど

を
通
し
て
空
家
等
に
関
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど

周
知
啓
発
を
行
う
。
二
つ
目

に
、
高
齢
者
よ
ろ
ず
相
談
セ
ン

タ
ー
な
ど
か
ら
の
情
報
や
職
員

に
よ
る
地
域
巡
視
を
基
に
、
空

家
等
の
実
態
を
把
握
し
て
早
め

の
対
応
に
努
め
る
。
三
つ
目

に
、
重
点
対
策
地
区
を
設
定
し

て
定
期
的
な
巡
回
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
周
辺
に
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空
家

等
に
対
す
る
体
制
整
備
を
進
め

る
。
四
つ
目
に
、
空
家
バ
ン
ク

設
置
に
つ
い
て
今
年
度
中
の
運

用
を
目
指
す
。
こ
れ
ら
の
施
策

を
設
定
し
て
い
る
。

問　
空
き
家
に
よ
っ
て
は
状
態

の
良
い
も
の
や
倒
壊
寸
前
の
よ

う
な
も
の
も
あ
る
。
ま
だ
住
め

る
も
の
は
売
買
や
賃
貸
の
あ
っ

せ
ん
を
し
、
古
い
建
物
は
早
く

撤
去
し
て
も
ら
う
。
そ
う
い
っ

た
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
空
家

等
は
増
加
が
予
想
さ
れ
、
早
期

の
情
報
収
集
が
第
一
で
あ
る
。

４
月
に
連
携
協
力
協
定
を
結
ん

だ
不
動
産
や
法
務
な
ど
の
事
業

者
関
連
団
体
と
空
家
バ
ン
ク
を

検
討
し
、
良
い
も
の
は
利
活
用

を
進
め
た
い
。
倒
壊
寸
前
の
も

の
な
ど
は
、
法
律
に
基
づ
き
特

定
空
家
と
し
て
認
定
す
る
こ
と

で
、
所
有
者
等
へ
助
言
、
指

導
、
勧
告
、
命
令
が
で
き
る
。

学

校

周

辺

問　
学
校
周
辺
の
安
全
の
状
況

を
ど
の
程
度
把
握
し
、
対
応
し

て
い
る
の
か
。

市
長　
各
学
校
で
教
室
や
体
育

館
な
ど
の
施
設
や
照
明
器
具
な

ど
の
設
備
の
安
全
点
検
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
危
険
箇

所
が
認
め
ら
れ
、
改
善
が
必
要

な
場
合
は
状
況
に
よ
り
当
該
校

か
ら
教
育
委
員
会
へ
報
告
が
あ

る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
日
頃

か
ら
子
供
た
ち
の
安
心
・
安
全

の
確
保
を
最
優
先
に
、
速
や
か

に
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

問　
周
辺
が
暗
く
、
道
路
に
照

明
灯
が
必
要
な
場
所
も
見
ら
れ

る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　
地
域
の
生
活
道
路
が
暗

い
た
め
必
要
な
場
合
に
自
治
会

の
要
望
を
受
け
、
本
市
の
基
準

に
基
づ
い
て
防
犯
街
路
灯
を
設

置
し
て
い
る
。

通

学

路

問　
通
学
時
の
安
全
の
た
め
、

小
学
校
低
学
年
へ
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

集
中
豪
雨
対
策

問　
豪
雨
時
の
対
応
を
伺
う
。

土
木
部
長　
気
象
会
社
と
の
委

託
契
約
に
よ
り
、
24
時
間
体
制

で
本
市
に
特
化
し
た
防
災
気
象

情
報
を
受
け
て
い
る
。
気
象
会

社
か
ら
職
員
に
段
階
的
に
電
子

メ
ー
ル
が
届
く
シ
ス
テ
ム
で
、

休
日
・
夜
間
に
関
係
な
く
、
風

水
害
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問　
平
塚
市
総
合
浸
水
対
策
基

本
計
画
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

土
木
部
長　
平
成
30
年
度
末
の

完
成
を
目
指
し
て
整
備
し
て
い

る
。
雨
水
流
出
抑
制
対
策
で
は

中
原
、
東
中
原
、
御
殿
地
区
の

集
水
ま
す
を
雨
水
貯
留
浸
透
ま

す
に
改
良
し
、
河
川
か
ら
の
逆

流
防
止
対
策
で
は
中
原
、
豊
田

打
間
木
地
区
で
５
か
所
に
フ

ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
宅
内
へ
の
雨
水
流
入
対

策
と
し
て
11
か
所
に
土
の
う
ス

問　
共
助
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み

の
対
策
も
必
要
で
は
な
い
か
。

土
木
部
長　
近
隣
に
よ
る
声
か

け
避
難
な
ど
は
お
願
い
し
て
い

る
が
、
今
後
も
訓
練
な
ど
を
通

じ
意
識
付
け
を
行
う
。

地
域
交
通
の
維
持

問　
東
中
原
住
宅
に
近
接
す
る

平
塚
駅
方
面
の
住
宅
前
バ
ス
停

が
廃
止
と
な
っ
た
経
緯
と
今
後

の
予
定
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長　
29
年
４

月
に
バ
ス
事
業
者
が
移
設
の
要

望
を
受
け
、
移
設
候
補
地
を
探

し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
７
月
15

日
に
廃
止
と
な
っ
た
。
再
設
置

に
つ
い
て
強
い
要
望
が
あ
り
、

引
き
続
き
、
バ
ス
事
業
者
や
地

元
と
連
携
し
、
沿
線
の
人
に
再

設
置
を
お
願
い
し
て
い
く
。

問　
路
線
バ
ス
の
小
型
化
に
対

す
る
見
解
と
、
小
型
バ
ス
の
導

入
に
よ
る
住
宅
前
バ
ス
停
再
設

置
の
可
能
性
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長　
バ
ス
利

用
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

大
型
バ
ス
の
通
行
が
困
難
な
狭

い
道
路
で
の
運
行
が
望
ま
れ
て

い
る
。
路
線
バ
ス
の
小
型
化
に

よ
る
当
該
バ
ス
停
の
再
設
置
を

含
め
、
新
た
な
バ
ス
路
線
開
設

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
バ
ス
事

業
者
に
相
談
し
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
本
市
の

景
気
動
向　

大
型
事
業
で
の
市

内
業
者
実
績　

寄
附
金
活
動
の

促
進　

買
物
弱
者
へ
の
支
援

市
長　
児
童
を
事
件
や
事
故
か

ら
守
る
対
策
と
し
て
見
守
り
活

動
が
効
果
的
と
考
え
て
お
り
、

全
て
の
小
学
校
で
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
児
童
へ
は
学
級
指

導
や
全
校
集
会
で
「
つ
い
て
行

か
な
い
、
一
人
で
帰
ら
な
い
、

一
人
で
遊
ば
な
い
」「
大
き
な

声
で
助
け
を
呼
ぶ
」
な
ど
の
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

避
難
時
の
対
応
は

問　
避
難
所
ま
で
の
誘
導
表
示

設
置
の
要
望
が
自
治
会
な
ど
か

ら
あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　
避
難
所
や
広
域
避
難
場

所
の
案
内
板
、
海
抜
表
示
板
な

ど
を
市
内
６
８
０
か
所
に
設
置

し
て
い
る
。
現
在
誘
導
表
示
は

設
置
し
て
い
な
い
が
、
よ
り
適

し
た
標
識
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
市
内
に
住
む
外
国
籍
の
人

へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
、
Ｆ
Ｍ
湘
南
ナ
パ
サ
で
の
多

言
語
放
送
を
行
っ
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
海
岸
エ

リ
ア
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
（
龍
城
ケ
丘
プ
ー
ル
跡
地
、

ビ
ー
チ
パ
ー
ク
、
新
港
周
辺
）

平
塚
競
輪
場

水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
・
快
適

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

内
堀 

祐
一 

議
員

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
の
安
心
・
安
全府

川 

正
明 

議
員

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
。

問　
３
月
９
日
の
大
雨
で
重
点

対
策
地
区
も
被
害
を
受
け
た
。

今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

土
木
部
長　
３
月
９
日
は
そ
の

月
の
観
測
史
上
最
大
の
降
雨
と

な
り
、
重
点
対
策
地
区
に
お
い

て
も
床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
た
。
今
回
の
浸
水
状
況

を
検
証
し
、
地
区
の
特
性
に
応

じ
た
ハ
ー
ド
整
備
や
土
の
う
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充
な
ど
、
自

助
と
公
助
を
組
み
合
わ
せ
た
減

災
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、

第
２
次
総
合
浸
水
対
策
実
施
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。

環境厚生
　議案４案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願３件のうち２
件は継続審査、１件は不採択とす
べきものと決定しました。
　なお、付託された議案に対する
質疑はありませんでした。

都市建設
　議案１案件は原案どおり可決す
べきものと決定しました。
○議案第48号　平成30年度平塚市
一般会計補正予算
　応急手当の普及・啓発事業で
は、訓練用心肺蘇生人形の購入費
を計上しているが、従来のものと
今回のものは違うのか。
　従来のものとの違いは、心臓
マッサージにより血液の流れがＬ

ＥＤの光で視覚的に確認すること
ができるところである。
　湘南海岸公園龍城ケ丘ゾーン
整備・管理運営事業で、債務負担
行為として12億円の限度額を設定
している。この整備に関して、事
業者の募集スケジュールを伺う。
　現在、公募設置等指針を作成
中である。その準備が整い次第、
募集を開始する。今年度中には事
業者を選定し、契約したいと考え
ている。
　使用料について、月に10万８
千円しか公園の維持管理費として
還元されない。これが市の財政負
担の軽減になるのか。
　ランニングコストはそのよう
な見方もできるが、整備費などの
イニシャルコストにも民間の資金
が投入される。公園の整備費の10

パーセント以上の負担が公募の参
加条件になる。ランニングコスト
だけにスポットを当ててこの制度
の効果を見ているわけではない。
　住民への説明は、より分かり
やすい方法を考えた方が良いと思
うが、何か考えていないのか。
　より分かりやすい資料づくり
や、丁寧な説明などの方法につい
て検討する。
　津波避難施設について、子供
や高齢者、障がい者などへの避難
誘導はどう考えているのか。
　津波避難施設は国土交通省や
内閣府から出ている基準を満たす
施設とする予定である。また、
ハード面だけでなくソフト面につ
いても避難誘導などを充実させて
万全の体制を取りたいと考えてい
る。

　見附台周辺地区整備・管理運
営事業（Ａ・Ｃブロック）で債務
負担行為として132億５千万円の
限度額を設定している。整備に関
連して、現在の市民センターの取
り壊しはどのような予定か。
　現在のところ12月末まで施設
を利用してもらい、その後施設内
の機材、備品などの整理を行う。
31年４月以降、全体スケジュール
の中で解体工事を進めたい。
　（仮称）新文化センターの
ホールの客席数を１千席から
1200席へと増やした理由は何か。
　市民や利用者、文化活動団体
からさまざまな意見をもらった。
最終的にオーケストラピットを
使っても１千席の数を確保すると
いう考え方の下に、1200席程度を
要求水準書に反映させている。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

小泉 春雄 議員

出村 光 議員

所 属 議 員
湘南フォーラム


